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単独担当形態

前期開講時期講義２単位単 位 数
授業形態

適宜紹介。
必要に応じて資料配布。テキスト

講義概要
■到達目標
・保育者として必要とされる社会福祉の理念・意義などを理解し説明できる。
・社会福祉の対象と基本的用語の意味を理解し説明できる。
・社会福祉の歴史的背景を理解し説明できる。
・制度概要，福祉の窓口機関などを理解し説明できる。

■授業の概要
  私達の生活に身近に関連する福祉。家族、産業構造などの変化は福祉と大きく関係するところがある。
本授業は、今日の社会事情と社会福祉の関連性・必要性を学習する。また、具体的に保育者として必要
な社会福祉の基礎知識（理念，原理，法制度，社会福祉の実施体制など）を修得する。

■授業計画
第１回　社会福祉の基本①　概念・原理
第２回　社会福祉の基本②　社会福祉と社会保障
第３回　社会福祉の歴史的変遷①
第４回　社会福祉の歴史的変遷②
第５回　ボランティア体験　障害者スポ－ツ大会
第６回　社会福祉の制度① 社会福祉法制
第７回　社会福祉の制度② 社会福祉の実施体制
第８回　中間試験　中間のまとめ
第９回　児童家庭福祉
第１０回　生活保護と最低生活保障
第１１回　高齢者を支える福祉
第１２回　障がい児（者）の自立と福祉
第１３回　高齢者を支える福祉
第１４回　地域福祉の意義と役割
第１５回　期末試験、まとめ

■準備学習
前回授業の復習と次回授業の予習。
「分からない」は「（何が）分からない」と明確化して授業に取り組むこととする。

■評価方法
・授業態度、参加意欲、発言内容、取り組み　― ２０％
・期末試験　― ６０％
・課題の提出　― ２０％

講義中心。
私語、途中退室、電子機器使用などは使用禁止。
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授業中に適宜示す。
参 考
文 献

幼保育士資格必修
社会福祉主事任用資格選択必修

卒業・免許状・
資格との関連 保育の本質・目的に関する科目保


